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＜玄関扉の改修完了報告＞ 

８月の盆明けに、Ｆ棟より開始した玄関扉改修工事は、１１月３０日をもって、全住戸の改修が無事完了しま

した。新しい玄関扉には、適切な使用状態での不具合については、２年間の保証が付帯されています。今後何か

不具合等が発生した場合は『玄関ドア改修ご意見書』に不具合内容を記載の上、管理事務所まで提出をお願い

します。『玄関ドア改修ご意見書』は管理事務所に有ります。今回は、補助金利用条件等について交渉の結果、

当初予定金額の２割減額の８０,７２８,０００円で終えることができました。 

今後とも ご 解 ご協力をお ます  

 

《第３３期管理組合新体制のご紹介！》 

１１月２5 日（土）午後７時から集会所ホールにて、団地管理組合法人加古川グリーンシティ第３2 期通

常総会が、会場出席４７名、議決権行使による委任状出席４４８名、合計４９５名の組合員出席のもと開催

され、提案された全ての議案が可決承認されました。 

また、総会終了後に行われた第３3 期第１回理事会で、以下の体制が決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 環境整備委員会については、選出中です。決まり次第、お知らせいたします。 

今期も新たな気持ちで事業を遂行しますので、皆さんのご理解・ご協力をお願いします。 

 

加古川グリーンシティ防災会が「地方自治法施行７０周年記念総務大臣表彰」の名誉を賜りました！ 

詳しい内容については、後日案内を配付させていただきます。 

第３３期 理事会役員 

理 事 長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

副理事長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

副理事長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

副理事長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

会  計   ○○○○○ ○○○○○  氏 

書  記   ○○○○○ ○○○○○  氏 

修繕委員会 

委 員 長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

副委員長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

委  員   ○○○○○ ○○○○○  氏 

       ○○○○○ ○○○○○  氏 

       ○○○○○ ○○○○○  氏 

  ○○○○○ ○○○○○  氏 

 

監  事 

○○○○○ ○○○○○  氏 

○○○○○ ○○○○○  氏 

○○○○○ ○○○○○  氏 

自治会長 

○○○○○ ○○○○○  氏 

広報委員会 

委 員 長 ○○○○○ ○○○○○  氏 

副委員長 ○○○○○ ○○○○○  氏 

委  員 ○○○○○ ○○○○○   氏 

     ○○○○○ ○○○○○  氏 

○○○○○ ○○○○○  氏 

     ○○○○○ ○○○○○  氏 

協力委員 ○○○○○ ○○○○○  氏 

     ○○○○○ ○○○○○  氏 

     ○○○○○ ○○○○  氏 
情報システム委員会 

 委 員 長   ○○○○○ ○○○○○  氏 

委    員   ○○○○○ ○○○○○  氏 

       ○○○○○ ○○○○○  氏 

防 災 会 

 防災会長 ○○○○○ ○○○○○  氏 

 幹 事 長 ○○○○○ ○○○○○  氏 
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今よりもより良くして次世代に受け渡す「次世代か

ら預かっている」という意識を持つことが「本当のま

ちづくり」です。今回は「まちづくり」を考えます。 

まちづくりといえば、地域を活き活きとしたまちに

するには「地域活性化」といわれることが多いようで

すが、最近では「地域豊穣化」ともいわれています。

確かに豊穣化の方が豊かに実る感じがします。でも

「豊穣」を「豊醸」と言い換えた方が、まちづくりと

いう意味ではより良いように思います。何故なら

「穣」というのは「今年は豊穣だ」というような、一

年という単位で短期的なことのように思われます。で

も「醸」というと、味噌・醤油・酒などの数年から数

十年の長期間熟成させる「醸す（かもす）」というも

のに感じるからです。地域というものは、色々な人が

集まり、様々な意見を出し合い住みやすくし 

てはじめて「まち」になるのだと思うのです。 

どこからかやって来た「種」が芽をふき、 

大きく育ち、花が咲き、実が実り、種ができ 

る。永い時間を掛けて育てた「種」が、また次の地域

に伝わり、その場所で再び実ります。ところが育てる

人によって色や形が変わります。それぞれの人の想い

や力など、構成する人の醸し方の違いで別なものへと

変化するのです。この「地域豊醸化」に関わる人のこ

とを次のように表現する方がいらっしゃいます。 

「風の人・土の人・水の人」に加えて「光の人・火

の人」です。諸説解釈がありますが、我々なりの解釈

で表現することとします。 

「風の人」とは、地域の外か 

ら理想の種（もの・情報・人・ 

知識等）を運んだり持ち出す人。 

または地域内の止まった空気を動かす源をつくった

り、風の力で芽生えたものに刺激を与える人。 

「土の人」とは、その土地に運ばれてきた種を温か

く守る人。地域を支えコツコツと耕す土台的な人。 

「水の人」とは、その種に水を与えてくれる人。芽

吹くきっかけをつくる人。興味や関心をもって育てる

人。小さな動きを面白がり、損得や利益の為ではなく

イベントや活動に関わり、動きのきっかけを作る人。 

「光の人」とは、醸す過程の色々な情報を人に伝え

てくれる人。地域に埋もれている宝物に光をあて情報

を発信していく広報的な人。 

「火の人」とは、実った実を調理し食べやすくして

くれる人。判りやすく伝えてくれる人。 

これらの人達（性質・個性）がうまく関わり合いな

がら小さな種を「醸す」のですが、何れかに偏ってし

まうと地域豊醸化は進まない以上に、力の偏りが地域 

を崩壊させてしまうことになります。また、その偏り

は折角育っている種に悪影響を及ぼす「害虫」を呼び

寄せることにもなります。一度害虫が発生すると駆除

するのに大きな労力を使わなければならず、それ以上

に「育てることを諦めてしまう」ことになりかねませ

ん。そのような緊急事態には、みんなで力を合わせ、

何が悪かったのか、これからどうすれば良いのかを話

し合い、考えることが重要となります。但 

し、その虫が害虫か？益虫なのか？を判断 

できる知識を事前に手に入れておくことは 

「それぞれの人」に必要な地域豊醸化への 

「大切な学び」なのです。また、性質・個性が違うか

らといってお互いを疎まないことが重要です。この性

質の違いを原因に、地域でも人を責めたり遠ざけたり

排除したりということが起こる場合、それらは見えな

い所で地域豊醸化のブレーキとなります。風の人から

見れば、他の地域では「種」が簡単に育ったのに、こ

の土地では何故育たないのだ？「土が悪い」と決めつ

けることがあります。しかし土の人から見れば「はじ

めて見る種。コツコツ時間を掛けて育てよう」と考え

ていることに風の人は気が付かずイラだったりもしま

す。また、毎日地道に耕している土の人からすれば、

メディア的な光の人は実体がないように思え、反対に

光の人からすれば、情報発信がなければ、新しい技術

や手法が届かず「育たない危うさ」を感じることにな

るのです。そうやって、お互いを認めずにすれ違って

しまうというのは、非常にもったいないことです。考

え方や手法が違う人に対して「何故そんなことをする

の？」と不安な気持ちがよぎることは誰しもありま

す。けれど、その原因は単純に「他人は自分と違う性

質『個性』をもつ」たったそれだけのことなのです。 

自分は、自分で自分の性質『個性』を全開に生かし

てやるべきことをやる。それぞれの人は、それぞれの

人の性質『個性』を生かしてやるべきことをやってい

る。「自分が出来ないことを他の人はやってくれてい

る。他の人が出来ないことを自分はやっている。」そ

う考えれば、地域は足を引っ張り合う場ではなく『発

展する場＝豊醸のまち』に変化していきます。 

地域には多彩な人材がいます。違う性質のものが交

わると、自分が持っていない良さを学ぶこともできる

し、それぞれの性質『個性』を出し合ってコラボレー

ションし、新しいものを生み出すのです。 

例え話に「伝統工芸職人が高品質のもの 

を作る」×「商売上手な人が営業して利益 

を出す」＝「伝統のものづくりが永く続いていく」。

そんな結果を生むように自分と違う性質『個性』をう

まく醸し合わせることで、今までなかった地域豊醸化

が進みます。     次回は「土の人」について 
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ご意見、ご要望などをどしどしお書きください。（ご記名をお願いします）    

 
 

＜クリスマスプレゼント配付のお知らせ＞ 
 １２月２３日（土）少年団員の皆様にクリスマスプ
レゼントをご用意しております。 
 時間、場所につきましては、別途お知らせします。 

 
＜来年度新入生の方＞ 

地区ＰＴＡ役員までご連絡ください。 
 よろしくお願いします。 

  
 とうとう『忖度』（そんたく）が選ばれました
ね！！でも、いくら流行語大賞になったとは言え、た
だ言葉を知っている、言い回しがおもしろいから！と
いうだけでなく、深い意味を理解しようとしたり、実
践できるよう本気で努力したりする人は、いったいど
れほどいるんだろう？と、今年この『忖度』の言葉を
耳にするたび、何度思ったことでしょう！ 
 辞書には、[他人の心中を推し量ること][推察]、
「相手の気持ちを忖度する」などと記されています
が・・・社会の中で実際、人と関わりながら生活する
時に、この言葉が、あまり活かされていない現況にガ
ッカリすることも少なくないのではないでしょう
か！？ 

ごく日常のことですが、つい先日もスーパーで買い
物中、キャーキャーと叫びながら通路を走り回ってい
る幼児や、「これ買って～！」「買わへん言うとるや
ろ！」「いやや～！」と床に座り込んで駄々をこねる
子、「うるさい！黙れ！泣くな～！！」と怒鳴りちら
すお母さんと、親子のバトルが続いているのを目にし
ました。これはよく見られる光景なのでしょうが、公
共の場で走り回ったり、騒いだりする子どもに対して
お母さんは、自分の感情をぶつけるのみで、他人など
そっちのけ、只々親子ゲンカを繰り広げるだけに終始
していました。もしかしたら、お母さん自身どうして
いいのか分からず困り果てたためや、バツが悪いのを
ごまかすしかなかったのかな？とは思ったのです
が・・・ 

それにしても、大事な子育て中に、日々こんなこと
を積み重ねていったら、子どもには、『忖度』なんて
とうてい身に付いていかないだろうな？！と思ってし
まいました。皆さんも、親の立場に立って考えるなら
どう対処されますか？ 

次回は、こんな時、子どもを 
落ち着かせ、他人に迷惑をかけ 
ない配慮をするには具体的にど 
んなことをすればいいのか？ 
皆さんとご一緒に知恵を絞れた 
らいいなと思っています。 

 

 

 

 

今年も、防災会と連携し「世代間交流事業」「ひ

ょうご安全の日推進事業」の一環として、炊き出し

訓練を兼ねた、恒例の 

「ふれあいもちつき大会」を 

以下のとおり実施します。 

 

 

 

 

 

「地域の子どもは地域で育てる」をモットーに、

最近めったに体験できない「おもちつき」を、子ど

も達に体験してもらいます。また、世代間交流の一

環としてグリーンシティのお年寄りから子ども達に

「おもちつき」のノウハウを伝授してください。 

防災・減災は地域のコミュニティから始まりま

す。グリーンシティに居住する皆さんのふれあいの

場として、たくさんの方々の参加をお待ちしていま

す。 

特に「つき手」不足のため若い男性（中高生も

OK）の参加と「おもちつき」に詳しいお年寄りの

方の参加を期待しております。 

 今年もグリーンシティ名物 

  『いか焼き』 

もします。お楽しみに！ 

 

 

 

来年の３月１０日（土）に「ふれあいバスツア

ー」を以下のとおり実施します。今回は「食と郷土

の歴史」をテーマに計画しました。 

御座候工場→もちむぎのやかた→県立歴史博物館

→ヤマサかまぼこ工房 

１月に参加希望者を募集します 

ので予定をしておいてください。 

 

 

 

日  時： １２月 1０日（日） 

      午後１時３０分～３時５０分 

場  所： 加古川市民会館 大ホール 

動員人数： １０人 
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し
て
い
ま
す
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by 南雲風助（なぐもふうすけ） 

応募締め切り日：１２月３１日 

提 出 場 所：管理事務所  

by 南雲風助（なぐもふうすけ） 

  
どしどしご応募ください！ 

 

１２月の答え 

応募用紙 

 

 

 寒さがますます身に染みる季節にな

りましたが、いかがお過ごしですか？ 

 今回はクリスマス風のアレンジで行

います。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

日 時：１２月１６日（土） 

      ９時３０分～１２時 

場 所：集会所ホール 

 

 

●新しいドアが付き、とても気持ちよく

暮らしています。初めのうち、内側・

外側のカギの開閉に慣れず、笑いなが

らも（また反対だったと・・・）も

う、慣れました。工事の方々、ご苦労

様でした。 

Ｂ棟居住者 

●ふれあいもちつき大会！楽しみです。 

Ｄ棟居住者  

みんなで夜回りをしましょう！ 
  期  間：１２月２５日（月） 

～２８日（木） 
  集合場所：集会所 ホール 
  集合時間：午後８時３０分 

 

○○○○○ ○○さん 

○○○○○ ○○さん 

先月号の正解 

   棟     号  氏名              

ﾌﾘｶﾞﾅ 

7 6 5 4 3 2 1 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月
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≪次の問いに答えてください≫ 

① 今年のふれあいもちつき大会の開催日は？ 

② 今年最終の燃やすゴミ収集日は？ 

③ １１月末で完了した改修工事は、○○○の改修工事 

➀ビオラ ②３日 
③１１月２１日 
正解者３５名の内
厳正な抽選の結果
５名の方に図書カ
ー ド を 進 呈 し ま
す。 
 

10 

15 

➀     月    日 

②   １２月    日 

③ 


